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【人民元為替概況】

Bloombergより当行作成
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回顧：USDCNYは7.13台へ大幅元高進行

 ドル人民元（USDCNY）は17日、7.15付近でオープン。同日に発表された国内第二四半期GDPや主要統計が予想を下回る結果が多かったことで元安が優勢と
なり19日には7.22台後半まで上昇。その後、20日には昨年10月以来となるマクロプルーデンス調整係数の引き上げが発表されたことなどをきっかけに元買い
が強まり、19日のクローズ水準7.22台に対し20日は7.18台でギャップオープン。週後半は上値の重い推移となり、21日午前現在は7.17台を推移。

 円人民元（JPYCNY）は17日に5.16台でオープン。ドル円が週初の138円台から140円台へ上昇する中、円人民元は週初高値5.19台から週末には一時5.10台
へ下落した。

見通し：FOMCと日銀金融政策決定会合に注目

 中国国内経済の先行きに対する期待感剥落により人民元安圧力が見られる一方で、連日続く市場予想対比元高水準でのPBOC仲値設定により、イベント前
はレンジ相場が継続すると予想する。

 25-26日の日程で開催されるFOMCでは25bpの利上げが既に織り込み済みであり、パウエル議長の発言から今後の利上げシナリオを読み解く展開を想定。
タカ派スタンスが緩和されることとなれば長期的なドル安材料となると考える。

 また、28日には日銀金融政策決定会合が控えている。現状維持がメインシナリオと考えるものの、一部で金融政策修正期待も残存しており、会合結果や植田
総裁の記者会見を受けてクロス円相場が大きく動く可能性には注意したい。
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【人民元金利概況】

Bloombergより当行作成
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回顧：経済指標発表を受けて、長期金利低下

 中国人民銀行（PBOC）は、リバースレポにより1,120億元の資金供給を実施。満期到来分とネットで810億元の資金供給となった。

 17日公表のMLFは満期到来分1,000億元に対し、1,030億元と小幅に増額供給、金利は据え置き（2.65％）。また、20日公表のLPRは事前予想通り金利据え置
き（1年3.55％、5年4.20％）

 資金市場において、短期マネー金利は税期による影響等から上昇するも、PBOCによる資金供給が増額される中、週後半にかけて上昇幅を縮小。長期の金
利については、景気回復の減速が懸念される中、小幅に低下。また、債券市場は市場予想を下回るGDP等から、金利低下。

見通し：月末の需給環境には留意

 月末にかけては資金需要の一時的な高まりが予想されるも、潤沢な資金流動性や景気回復の鈍さ等を背景に、マネー金利の低位推移は継続すると予想。

 4-6月期GDPが公表され、ゼロコロナ政策調整後の景気回復スピード鈍化の兆候が強まる中、7月の中央政治局会議における政府の景気認識や経済政策に
注目致したい。
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• 17日、国家統計局は第二四半期のGDPと6月の主要統計を公
表した。GDPは前年同期比+6.3％（予想+7.1％）、前期比+0.8％
であった。また、小売売上高が前年同月比+3.1％（予想+3.3％）
、鉱工業生産が同+4.4％（予想+2.5％）、都市部固定資産投資
が年初来前年比+3.8％（予想+3.4％）、不動産投資が年初来前
年比▲7.9％（予想▲7.5％）と市場予想を下回る結果となった。

• また、20日公表のLPRは、前回6月にLPRの10bp引き下げを実
施していたこともあり、事前予想通り金利据え置き（1年3.55％、
5年4.20％）となった。

• 予想を下回る経済指標発表が続く中、19日に発表された消費
喚起策をきっかけに個人消費が回復するかどうかには注目し
たい。

【TOPICS】 6月主要経済統計を公表

(資料) Bloomberg, 各種報道

小売売上高・工業生産・都市部固定資産投資
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【マーケットデータ】

Bloombergより当行作成
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・本資料に関するご照会先
• 当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取
引の勧誘を目的としたものではありません。

• 当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されていますが、
その正確性、確実性を保証するものではありません。

• ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。

• 投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い
申し上げます。

• また､当資料の著作権はみずほ銀行及びみずほ銀行（中国）に属し､
その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。

• 本資料中の括弧書きで引用された出所元の文または文章の内容に
含まれるまたは解釈される可能性のある意見や論評は、括弧書きの
末尾に記載の出所元の意見や論評であり、当行の意見や論評を表
明するものではございません。


